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第１章 目的と基本的な方針 

 

１－１）実現したい八幡平市の姿 

 

本市の観光振興については、平成 29年度（2017年度）に 令和３年度（2021年度）ま

での５カ年を目標とする「第３期八幡平市観光振興計画」を策定し、「日本の美しい四季

と暮らしナショナルパーク八幡平」を将来ビジョンに掲げ、８つのアクションプランを重

点に置き、観光振興における取組みを推進してきました。 

平成 30年（2018年）５月には、観光旅行者の価値観やニーズの多様化等の変化に的確

に対応し、魅力ある観光地域づくりの推進主体である、株式会社八幡平ＤＭＯを観光地域

づくり法人として設立し、インバウンド施策への取組を強化してきました。 

また、平成 31年（2019年）２月には、一般社団法人八幡平市観光協会が十和田八幡平

国立公園八幡平地域内の鏡沼の雪解けの現象を世界に誇れる新たな観光コンテンツとし

て、「八幡平ドラゴンアイ」を商標登録し、国内外に向けた情報発信により、現在は国内

外から多くの観光客が訪れる人気スポットとなりました。 

しかし、令和元年（2019年）12月に海外で初めて確認された、新型コロナウイルス感

染症が世界的に拡大したことにより、観光を取り巻く環境が一変し、本市においても、令

和元年度（2019年度）の訪日外国人旅行者数は約 13万人から令和３年度（2021年度）の

約 100人まで減少し、壊滅的な打撃を受けました。国内旅行においても、感染症の流行に

伴う旅行のキャンセルや外出自粛の影響により、観光需要は大幅に落ち込み、観光業は大

きな転換期を迎えることになりました。 

そうした中、観光地においても密の回避や非接触化に対する旅行者のニーズが高まって

おり、デジタル技術を活用した新たなサービスの提供による、感染拡大防止と社会経済活

動の回復を両立していくための取組みが推進されています。 

本市としても、こうした方向性を確実に捉え、豊かな自然、食、文化、歴史等の観光の

魅力を国内外に発信し「選ばれる観光地」になることで、地域経済の好循環が生まれ、雇

用機会の増大、交流人口の拡大、消費の拡大に繋がることを目指しています。 

また、本市には、国内で 22年ぶりの運転を開始した「松尾八幡平地熱発電所」、日本初

の商業用地熱発電施設「松川地熱発電所」、令和６年（2024年）に運転開始を予定してい

る「安比地熱発電所」と複数の地熱発電の源があります。火山活動によってもたらされる

地熱利用は、CO2排出の少ない純国産クリーンエネルギーとして大きく注目を集めてお

り、持続可能な地域としての魅力を伝える観光資源としても活用が期待されています。 

このような、本市の持つ豊かな自然の魅力を未来につなぎ、観光を通じた持続可能なま

ちの実現を目指します。 
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１－２）計画の要点 

 

本計画の策定にあたっては、以下の考え方を重視して、取組むべき方向性を示します。 

 

〖観光に訪れる人と観光を担う人、双方の視点でのブランディング〗 

一般的な観光振興計画は、観光を提供する側の考えや背景に基づいて策定される傾向が

ありますが、結果として、来訪者のニーズと齟齬が生じ、期待していたほどの成果が生まれ

ないこともあります。本市の観光が未来まで持続し、発展していくためには、観光を担う

方々の取組みの現状や思いと、観光に訪れた方々の期待やニーズを合致させることが重要

です。そのため、観光に携わる事業者や市民と、来訪者の双方の視点から本市の魅力を表現

するブランディングを推し進める計画を策定することとします。 

 

〖関係人口増大を目指すファンコミュニティづくり〗 

長期的な視点で本市の観光が持続的に発展するためには、まず多くの人に来訪していた

だき、尚且つリピーターとなっていただくことや、観光に携わる人材を増やすことが不可

欠です。そのためには、さまざまな魅力に共感し、積極的に接点を持ってもらうことが必

要です。情報発信や来訪者と市民との交流、来訪者同士の交流等、継続的なコミュニケー

ションを取ることのできる仕組みを構築、運用し、本市の「ファン」を増やしていく取組

みを行います。 

 

〖政策の主体を明確にした、実行性のある計画〗 

計画は実行するためのものであり、具体的に施策の実現には、施策を実行する主体を明

確にする必要があります。そのため、アクションプランには「何をやるか」だけでなく、

それを「誰が」実行するかを明記し、さらにアクションプランの成果を具体的に見える化

するために数値目標を設定します。 

また、本計画の各アクションプランの進捗状況を客観的に把握するため、定期的に進捗

状況を確認し、必要に応じて変更や修正を行います。 
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１－３）ターゲット像の設定 

 

本計画では、多様化するニーズに対応した新たな旅のスタイルを推進するため、ターゲ

ット層を明確にし、効果的なアクションプラン、メッセージ発信やプロモーションを検討

します。来訪者の年代や居住エリア、旅の目的やスタイル、交通手段等を踏まえ、従来の

観光客層をターゲットとして継続したアクションを実行するとともに、新たな魅力の提供

や発信を通じて、これまでとは異なるターゲットを対象とした取組みを行うことで、より

多くの人の誘客を目指します。 

具体的には、来訪者の居住エリアや年代等によって分類したターゲット像に、市民を加

えて、大きく５つのターゲット像を設定します。 
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第２章 第 3期観光振興計画の総括 

 

２－１）これまでの取組み 

 

１ 将来ビジョン・テーマ 

 （１）これまでの観光振興計画 

   第１期（平成 19年度から平成 23年度まで） 八幡平市観光振興計画  

方針 ようこそ「農（みのり）と輝（ひかり）の大地 八幡平市」へ 

   第２期（平成 24年度から平成 28年度まで） 八幡平市滞在型観光振興計画 

    将来像 北東北の大地の恵みで元気になろう 

～山・森・雪・温泉・農産物・文化を体験して、子どもも大人も元気にな 

れる～ 

幅広い年代の人が、北東北の恵みを堪能し、感動や充実感を得られる観 

光地を目指します。 

   第３期（平成 29年度から令和３年度まで）  八幡平市観光振興計画 

将来像 日本の美しい四季と暮らし ナショナルパーク八幡平 

 

２ 第３期八幡平市観光振興計画の数値指標 

 （１）成果指標 

 

 （２）実績値 

 

 

  

令和２度目標値

（前期総合計画）

観光入込客数 1,755千人回 2,500千人回 2,500千人回

延べ宿泊客数 488千人回 460千人回 490千人回

外国人観光客入込数 28,448人回 32,000人回 32,000人回

教育旅行者数 28,562人回 30,000人回 30,000人回

スポーツ関係宿泊数 26,191人 33,000人 33,000人

平成27年度実績項目 令和３年度目標値

項目 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

観光入込客数 1,814千人回 1,944千人回 1,879千人回 1,297千人回 1,521千人回

延べ宿泊客数 504千人回 533千人回 514千人回 287千人回 340千人回

外国人観光客入込数 71,166人回 81,366人回 129,476人回 282人回 108人回

教育旅行者数 20,630人回 21,213人回 24,529人回 11,686人回 11,313人回

スポーツ関係宿泊数 18,283人 16,325人 16,374人 2,408人 15,380人
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 （３）実績値の状況 

    平成 25年度（2013年度）から令和元年度（2019年度）までは、海外旅行博への出

展や海外宿泊旅行者への 1,000円補助、英語、繁体字のホームページ、SNS、飲食店

のメニュー多言語化等への取組みと、いわて花巻空港の台湾便や、上海便の定期運航

により、外国人観光客入込数が令和元年度まで右肩上がりで伸びていました。 

    しかし、令和２年度（2020 年度）以降は、世界的な新型コロナウイルス感染症拡

大の影響により、外国人観光客の入込みは壊滅的な状況となりました。また、国内の

観光客入込数、延べ宿泊者数、教育旅行者数、スポーツ関係者数等の指標についても、

令和２年度以降については厳しい数値となっています。 

    延べ宿泊者数については、令和元年度までは微増減していましたが、そのうち外国

人観光客が伸びていたことを考慮すると、国内宿泊者は減少傾向であったことが分

かります。 

 

２－２）成果と課題 

 

（１） 八幡平市版ＤＭＯの設立 
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（２）「ナショナルパーク八幡平」ブランドの構築 
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（３）戦略策定のためのマーケティングデータの収集 

 

 

（４）スポーツ・健康をキーワードにした観光 
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（５）山里の四季とくらし・自然エネルギー 

 

 

（６）観光イベントの強化 
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（７）人材育成（ガイド・市民の参画意識） 

 

 

（８）広域周遊ルート、観光圏の広域連携・協力 

 

  

アクション 実績・成果 課題

①質の高いガイドの
育成と認証制度の設
立、円滑な予算体制
の構築

・八幡平国立公園協会による山
岳ガイド講座の開催やシンポジ
ウムの開催により、八幡平地域
のガイドの質の向上に努めた

・ガイドが生業となる高い報酬
設定などの取り組み

・データの分析及び情報共有を
行う仕組みと体制づくりを行
い、将来の地域のマーケティン
グを担う人材を育成

・継続した人材育成が重要であ
り、未来への投資が必要

・観光協会において、４つの部
会（デジタル部系、イベント部
会、教育旅行部会、モリアオガ
エル部会）を立ち上げ、担い手
による観光施策を創出する体制
を図った

③八幡平市民向け
「地域の講座」によ
る機運の醸成

・市民も含めた講座やシンポジ
ウムの開催を企画し、地域の機
運醸成を図った

・八幡平市民が地域に愛着を持
ち、誇りを持てるような機運の
醸成は不可欠

②次世代の観光を担
う若手人材の育成
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 第３章 観光の現状と課題 

 

３－１）近年の傾向 

 

【観光客の実態等】 

（入込客数・宿泊客数の動向） 

 

 

本市の入込客数は令和元年度（2019 年度）まで横ばい傾向ですが、宿泊者数については

令和元年度（2019年度）まで県外客が増加を牽引しました。 

令和２年度（2020 年度）は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、入込客数、宿泊者

数ともに大きく減少しました。 

令和３年度（2021年度）は GoToトラベルや岩手県民割等の支援策により、県内の宿泊者

の増加につながったものの、県外客の落ち込みが大きく、大幅な宿泊者数の減少となってい

ます。 

  

八幡平市「観光入込客数調査」 

※県への報告は年間 10,000人回以上の施設等が対象であるが、本資料では市内の全施設の入込客数/宿泊客数を集計 
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（居住都道府県別の延べ宿泊者数の構成割合 令和元年-令和２年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域経済分析システム（RESAS：リーサス）のデータから来訪者を県別に確認すると、令

和元年（2019年）は東京都 23.36％、神奈川県 11.83％、埼玉県 10.94%、千葉県 5.61%と首

都圏で５割を超えており、これは岩手県内でも高い数字となっています。 

ただし、令和２年（2020 年）には岩手県が 8.68％から 14.47％に高まり、大きな位置を

占めるようになっています。 
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（宿泊者全体における外国人宿泊者の割合） 

 

 

外国人宿泊者数については、平成 29年度（2017年度）からは台湾からの花巻空港チャー

ター便、国際定期便の就航、平成 30年度末（2018年度末）には上海からの国際定期便によ

って、大幅に増加しました。 

特に令和元年度（2019 年度）には宿泊者に占める外国人の割合が４人に１人を占めるま

でになり、地域での存在感を増しました。しかしながら、令和２年度（2020 年度）からは新

型コロナウイルス感染症拡大に伴う入国制限により、外国人の入込はほぼなくなっていま

す。 

八幡平市「観光入込客数調査」 

※県への報告は年間 10,000人回以上の施設等が対象であるが、本資料では市内の全施設の入込客数/宿泊客数を集計 
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（宿泊者数の宿泊地域別内訳） 

 

 

 宿泊者数を地域別に見ると、安比高原のシェアが約半数から６割を占め、八幡平温泉郷が

２割、細野・安代・田山地区が１割で、残りが西根地区と松川地区に分かれるようなイメー

ジです。 

令和２年度末（2020 年度末）に八幡平温泉郷で部屋数の多かったホテルが閉館したこと

に伴い、令和３年度（2021 年度）では八幡平温泉郷の割合が減少し、安比高原の割合が増

えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡平市「観光入込客数調査」 

※県への報告は年間 10,000人回以上の施設等が対象であるが、本資料では市内の全施設の入込客数/宿泊客数を集計 
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（月別宿泊者数の推移） 

 

 

月別の国内旅行者の動向については、平成 27 年度（2015年度）から令和元年度（2019年

度）の５か年平均を見ると、８月、10月、１月に３つのピークがあり、それ以外の閑散期と

の差が激しい状況です。 

８月は夏休みシーズンであり、お盆休みの帰省に加えて、東北の夏祭りを巡る宿泊拠点と

して選ばれています。 

10月は紅葉で多くのツアーが実施され、１月はスキー客で賑わいます。 

一方で、４月から５月は雪の回廊、６月は八幡平ドラゴンアイ等、春から初夏にかけても

見所があるものの、宿泊につながっていないことが大きな課題です。 

新型コロナウイルス感染拡大以降は GoToトラベルをはじめとするキャンペーンや緊急事

態宣言等の行動抑制によって宿泊者数が左右されています。  

  

  

八幡平市「観光入込客数調査」 

※県への報告は年間 10,000人回以上の施設等が対象であるが、本資料では市内の全施設の入込客数/宿泊客数を集計 
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（月別の訪日外国人宿泊者数推移） 

 

 

月別に見た訪日外国人宿泊者の動向では、10 月の紅葉と、12月から２月のスキーシーズ

ンに多くの旅行者が訪れ、国内旅行者の動向と異なり８月はピークがありません。 

令和元年度（2019年度）は５月、９月、12月にも宿泊数を大きく伸ばし、新たなピーク

を作ることができていました。 

  

八幡平市「観光入込客数調査」 

※県への報告は年間 10,000人回以上の施設等が対象であるが、本資料では市内の全施設の入込客数/宿泊客数を集計 
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（地域別宿泊者数推移：安比高原） 

 

 

安比高原は、グリーンシーズンにおいて日帰り客よりも宿泊客の方が多いのが特徴で、ス

キーシーズンの到来とともに、日帰り客が増加します。 

一方で、11月に一旦落ち着いた宿泊客も 12月から増加する傾向にあり、これは遠方から

の旅行客が訪れることで、スキー滞在が宿泊に結びついていると考えられます。 

 

（地域別宿泊者数推移：八幡平温泉郷） 

 

 

八幡平温泉郷は日帰り客のピークは５月、８月、10月、１月にありますが、８月、10月

以外は宿泊客に結びついていません。 

特に１月、２月はスキー場で日帰り客が増えますが、安比高原と比べると宿泊に結びつい

ていないため、日帰り客をいかに宿泊に結びつけるかが課題になるといえます。 

  

八幡平市「観光入込客数調査」 

※県への報告は年間 10,000人回以上の施設等が対象であるが、本資料では市内の全施設の入込客数/宿泊客数を集計 

八幡平市「観光入込客数調査」 

※県への報告は年間 10,000人回以上の施設等が対象であるが、本資料では市内の全施設の入込客数/宿泊客数を集計 
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（顧客満足度） 

 

 

令和３年（2021年）12月から令和４年（2022年）６月まで八幡平市内の宿泊施設の日本

人の宿泊客を対象に実施した観光満足度調査では、八幡平市内滞在の満足度は７点満点中

6.24、再訪意向は 6.54でした。 

これは、令和３年度（2021 年度）に公益財団法人日本交通公社が実施した日本全国調査

及び岩手県の結果と比べても高い数字となっています。 

 

  

八幡平市「令和三年度 DMO調査・分析・地域人材育成等業務」（八幡平市内に宿泊した日本人を対象に実施。回答数：980） 

※ 7 点＝とても満足、6 点＝満足、5 点＝やや満足、4 点＝どちらでもない、3 点＝やや不

満、2 点＝不満、1 点＝とても不満 

 

 

＜7 点満点＞ 

7 点＝とても満足 

6 点＝満足 

5 点＝やや満足 

4 点＝どちらでもない 

3 点＝やや不満 

2 点＝不満、 

1 点＝とても不満 
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（項目別顧客満足度と総合満足度、再訪意向への影響度） 

景観、宿泊施設の満足度は高いものの、レストラン、買い物の満足度が著しく低いのが課

題です。それぞれの個別満足度の総合満足度、再訪意向への影響度を相関関係で分析したと

ころ、総合満足度ではナイトタイム、観光施設整備に次いで、買い物の満足度が高く、アク

セス・交通と併せて満足度の改善余地も大きいといえます。 

再訪意向については、買い物やアクセス・交通の影響度は低くなりますが、景観や宿泊施

設やナイトタイムの満足度を下げないことで、現在の高い再訪意向を維持できると思われ

ます。 

  

＜7 点満点＞  

7 点＝とても満足  6 点＝満足  5 点＝やや満足  4 点＝どちらでもない  3 点＝やや不満  2 点＝不満  1 点＝とても不満 

 

 
八幡平市「令和三年度 DMO調査・分析・地域人材育成等業務」（八幡平市内に宿泊した日本人を対象に実施。回答数：980） 

※ 7 点＝とても満足、6 点＝満足、5 点＝やや満足、4 点＝どちらでもない、3 点＝やや不

満、2 点＝不満、1 点＝とても不満 
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（八幡平市を訪れることで得られる価値） 

 

 本市で得られる価値としては休息・リラックス・健康促進が 75%で一番大きく、次いで

「わくわく」や冒険感、好奇心を満たすような体験となっています。スノーリゾートとし

てアクティビティへ期待が高いのはもちろんですが、合わせて旅行者が休息を感じられる

付加価値を提供することで、さらに満足度が高まる可能性があります。 

 

(外国人観光客の満足度) 

 

 

八幡平市「令和三年度 DMO調査・分析・地域人材育成等業務」（八幡平市内に宿泊した日本人を対象に実施。回答数：980） 

※ 7 点＝とても満足、6 点＝満足、5 点＝やや満足、4 点＝どちらでもない、3 点＝やや不

満、2 点＝不満、1 点＝とても不満 

 

 

八幡平市「平成 30 年度訪日外国人満足度調査」（回答数：309）及び観光庁「訪日外国人消費動向調査」 

＜7 点満点＞ 

7 点＝とても満足 

6 点＝満足 

5 点＝やや満足 

4 点＝どちらでもない 

3 点＝やや不満 

2 点＝不満、 

1 点＝とても不満 
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 訪日外国人については平成 30年度（2018年度）に実施した満足度調査の結果から、本

市の満足度は全国平均と比較してやや下回っています。特に国籍別では台湾、豪州・ニュ

ージーランド、アメリカが有力な国籍で満足度の差が大きい結果となっています。項目別

ではナイトタイムの満足度の低さが大きな課題となっていることが明らかになりました。 

施設別にみると小さい施設ほど満足度が高く、項目別でスタッフの満足度が高いことと

併せて、人との触れ合いが満足度の要因になっていると考えられます。 

 

（海外在住者の観光に対する意識） 

令和元年度（2019年度）、令和２年度（2020 年度）に実施した海外在住者に対して実施 

した観光の意識調査では、多くの国々で、環境及び観光地のコミュニティに配慮した観光 

を志向していることが明らかになっています。 

これは、観光分野でも地熱の活用や地域との交流を盛り込むことで、評価が高くなる可

能性を示しています。 

  

  

八幡平市「令和二年度海外在住者認知度調査」（回答数：1500（各国 250）） 
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（修学旅行・教育旅行の推移） 

 

 

令和元年度（2019年度）、修学旅行、教育旅行等の入込人数は大きく伸びたものの、コ

ロナ禍以降は、緊急事態宣言等の行動制限の影響で落ち込んでいます。 

 

（修学旅行・教育旅行の地域別人数推移） 

 

地域別では、岩手県、宮城県、北海道と近隣だけでなく、首都圏や大阪府からの入込人

数が多くなっています。 

 

八幡平市「観光入込客数調査」 

八幡平市「観光入込客数調査」 

（単位：人） 
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（修学旅行・教育旅行の学校種別人数推移） 

 

学校別で見ると令和２年度（2020年度）を除き、高校が最も多く、次いで中学校となり

ます。スポーツ合宿や大会によるものと思われます。 

 

 

 

八幡平市「観光入込客数調査」 

（単位：人） 
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３－２）観光資源 

＜本市の位置と概要＞ 

 

本市は、県都盛岡市の北西約 30キロメートルに位置し、東は二戸市・一戸町・岩手町と、南

は盛岡市・滝沢市・雫石町、西は秋田県仙北市・鹿角市と、北は青森県田子町と、それぞれ接

しており、秋田県や青森県を含めた北東北３県のほぼ中心に位置しています。 

 古くから、秋田県や青森県へ通じる鹿角街道が縦貫し、現在では東北自動車道・八戸自動車

道と国道 282号、さらには JR 花輪線が縦貫しており、基礎的な交通基盤が整った地域です。 

 本市の南端には、岩手県内最高峰の秀峰岩手山（2,038メートル）がそびえ、西部地域は、八

幡平（1,613メートル）をはじめとする奥羽山脈の山々が南北に連なり、中央部は前森山、七時

雨山、田代山等の山々が横断しています。本市は、東西約 25 キロメートル、南北約 45 キロ

メートルで広さは 862.3 平方キロメートルと岩手県の総面積の約６パーセントを占めていま

す。 
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（１）自然的観光資源 

本市には、十和田八幡平国立公園八幡平地域の二つの日本百名山「岩手山」そして「八幡

平」、国指定特別天然記念物「焼走り熔岩流」、新日本百名山に選ばれた「七時雨山」、秘湯

「松川温泉」、日本名水百選「金沢清水」、日本の滝百選「不動の滝」等の数々の名勝、観光

資源が存在します。火山の集積である八幡平では、種類豊富な高山植物や秋の紅葉が観光客

を魅了しています。 

●岩手山焼走り熔岩流 

●十和田八幡平国立公園 

●八幡平ドラゴンアイ 

●八幡平アスピーテライン・樹海ライン 

●松川渓谷 

●松川温泉 

●金沢清水 

●智恵の滝 

●七時雨山 

●田代平 

●不動の滝 

●横間の水芭蕉群落 

●七滝の氷瀑 

●御在所沼 

（２）歴史的・文化的観光資源 

縄文時代のストーンサークル「釜石環状列石」や、古くから牛馬放牧の証が残る「安比高

原」、安比川流域に伝わる漆文化、江戸時代の物流を支えた鹿角街道、麹や酒造の発酵食品

等、本市の歴史を知る上で欠かせない遺産や文化は、今もなお暮らしの中に息づいていま

す。 

●安比高原 (ブナ二次林） 

●田頭館山公園 

●釜石環状列石 

●野駄舘公園 

●鹿角街道と一里塚 

●県指定文化財 

（木造地蔵菩薩立像や南部絵暦 等）  

●八幡平市指定文化財（白坂の大鏡 等） 

●史跡（一里塚、石碑、窯跡 等） 

●無形文化財 

（平笠裸参り、山伏神楽、横間虫追い祭 等） 

●歌碑・詩碑 

（江間章子詩碑、石川啄木歌碑、宮沢賢治 

詩碑 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【安比高原（ブナ二次林）】 【三ツ石山の紅葉】 

【焼走り熔岩流】 【八幡平ドラゴンアイ】 
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（３）主要な観光スポット 

【遊ぶ・見る】 

●岩手山焼走り国際交流村 

●八幡平サーキットサンマリノグランプリ 

●長者屋敷清水 

●桜松公園（不動の滝） 

●岩手県県民の森 

●分水嶺公園 

●妻の神オートキャンプ場 

●県営松川キャンプ場 

●サラダファームヴィレッジ 

 

 

【体験する】 

●八幡平地熱蒸気染色 工房夢蒸染 

●安比高原遊々の森（ブナ二次林の散策） 

●安代そば道場 

●荒屋新町商店街 （郷土料理、クラフト） 

●イーハトーヴォ安比自然学校 

●サイクリングやアウトドア等 

体験メニューを持つペンション  

 

 

【学ぶ】 

●松尾鉱山資料館 

●八幡平市博物館 

●西根歴史民俗資料館 

●松尾八幡平ビジターセンター 

●森林ふれあい学習館 フォレストＩ（あい） 

●イーハトーブ火山局 

●松川地熱発電所 

●安比塗漆器工房 

●岩手山銀河ステーション天文台 

 

【癒される】 

●岩手山焼走り国際交流村焼走りの湯 

●いこいの村岩手 

●おらほの温泉 

●藤七温泉 

●八幡平温泉郷 

●八幡平温泉館森乃湯 

●なかやま荘温泉館 

●松川温泉 

●新安比温泉 

●七時雨憩の家 

 

【スポーツをする】 

●安比高原リゾート 

●八幡平リゾート パノラマスキー場・ 

下倉スキー場 

●田山スポーツゾーン 

●安比高原ＡＳＰＡサッカー場 

●南部富士カントリークラブ 

●安比高原ゴルフクラブ 

●七時雨パラグライダースクール 

●八幡平市ラグビー場 
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【買い物をする】 

●道の駅にしね 

●生産物直売所（赤松どおりふれあい館） 

●八幡平山頂レストハウス 

●松尾八幡平物産館「あすぴーて」 

●ノレグレット（アイスクリーム） 

●松っちゃん市場 

●ふうせつ花(ざる豆腐と生ゆば) 

●麹屋もとみや～SHIMONO528～ 

●安比清流山葵園 

 

（４）主要な特産品・名産品 

【食品】 

●八幡平サーモン 

●八幡平マッシュルーム 

●八幡平牛 

●杜仲茶ポーク 

●西根ほうれん草 

●ちぢみ小松菜 

●八幡平山葡萄商品 

●安比まいたけ 

●安比清流山葵 

●日本酒 わしの尾 

●ドラゴンアイオーガニックビール 

 

【特産品・工芸品】 

●安代りんどう ●地熱染め ●安比塗 

 

（５）主要なイベント 

開催時期 イベント名 

４月 15日～５月 31日 八幡平スプリングフェスティバル 

４月 15日 八幡平アスピーテライン開通式  

４月下旬 八幡平樹海ライン開通式  

５月３日 不動の滝まつり 

５月３日～５日 八幡平さくらまつり 

５月 28日  七時雨山山開き  

６月１日 八幡平山開き  

６月第１日曜 七時雨マウンテントレイルフェス 

６月中旬 残雪の裏岩手連峰開山祭  

７月１日 岩手山山開き 

８月 15日 八幡平ふるさと花火まつり 

８月下旬 八幡平ヒルクライム 

８月最終土・日曜 出光イーハトーブトライアル大会 安比高原会場  

９月上旬 あっぴリレーマラソン 

10月の３連休 八幡平山賊まつり 

上記の次の土・日曜 八幡平紅葉まつり 

２月中旬～下旬 八幡平・安比ゆきフェスティバル 
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第４章 目標値と施策体系 

 

４－１）計画策定のプロセス 

多くの地域において、少子高齢化や地方財政状況の厳しさが増す中、この課題に対応す

るものとして、観光を活用した「持続可能な地域経営」の考え方が重視されています。

「持続可能な地域経営」の推進にあたっては、多様な関係者が集まり、地域の目指す姿を

共有し、その実現のための取組内容を決定、実行、指標を活用した効果測定を行い、改善

を繰り返す PDCAサイクルが重要とされています。 

本計画の策定にあたっては、関係者にとって「自分事化」された計画とすることを重視

し、策定プロセスとして、観光に関わる若手事業者の課題意識やアイデアを取り込むため

の「若手会議」の場を設けました。10年後、20年後を見据えて、実行主体を明確にし、

KGI、KPIを設定します。また、その検証についても、PDCAサイクルに沿ってアクション

を実行することにより、将来的に「持続可能な地域経営」へ結びつけることを目指しま

す。 

なお、第４期観光振興計画で取組むべき、今後の観光振興に向けた課題について、若手

会議が中心となり、次のとおり整理しました。 
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４－２）計画の位置づけ 

 

本計画は、市政運営の最上位計画である「第２次八幡平市総合計画後期基本計画」に掲げ

る「おもてなしの観光による交流人口の増加」の実現に向けた実施計画として位置付けるも

のです。 

また、八幡平市第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略では、持続可能な開発目標（SDGs）

と取組の関係を位置付け、本市の地熱や自然環境といった、SDGs の目標に資する持続可能

資源を最大限に活用した施策を推進するものとしています。 
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４－３）計画期間 

 

本計画が目指している観光を通じた持続可能なまちの実現には、５年を超える長期的な

取組みを含めて、10 年後、20年後を意識した計画を策定する必要があります。 

そこで、本計画は令和９年（2027年）３月までの５年間に定めますが、施策によっては

10 年後の目標設定も行い、中長期的な視点での計画策定を行います。 

また、本計画は環境変化や各施策の進捗状況を踏まえ、再検討するステップを設けま

す。実施した取組みを振り返り、見直しを行うことで、目標の実現のためにより効果的な

計画の推進を行います。 
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４－４）目標値 

 

本計画では、重要目標達成指標（KGI）と重要業績評価指標（KPI）をそれぞれ以下のと

おり設定します。KGI は本計画で実現を目指す本市の観光の姿を表す指標を設定します。 

KPIはアクションプランごとに成果を測る指標を設定し、その検証を１年ごとに行いま

す。目標に対する進捗状況と成果を可視化することによって、必要に応じて計画の更新を

行い、より効果的な施策の実行につなげます。 

前述のとおり、本計画では、本市が「選ばれる観光地」となり、持続可能な観光地域づ

くりを目指しています。その達成に向けて、KGIとして６つの指標を定めます。 

 

① 旅行支出額 

観光による地域経済の好循環を生み出すため、地域の稼ぐ力を高めることを目標と

し、旅行支出額を指標とします。 

目標値の設定については、本市が実施した満足度調査においての消費額を基準と

し、継続した調査を実施することで、目標に対する進捗状況と成果を検証することと

します。 

 

 

  

令和元年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

- 39億円 44億円 47億円 50億円 56億円 61億円

消費額
（1人当たり）

- 25,560円 26,000円 26,500円 27,000円 27,500円 28,000円

53億円 - 8億円 30億円 56億円 78億円 97億円

消費額
（1人当たり）

41,027円 - 42,000円 42,500円 43,000円 43,500円 44,000円

項目

日本人観光消費額

訪日外国人観光消費額

98億円 100億円 105億円 105億円 106億円 
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② 旅行者数（観光入込客数等） 

ターゲット像でも示したとおり、従来の観光客層へのアプローチだけでなく、新た

なターゲットの取り込みを含む、誘客の促進を目指します。 

 

八幡平市観光統計による 

令和２年度、３年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響による減少のため、元年

度を基準値として目標を定める 

 

③ リピーター率・再訪意向 

 本計画の要点の一つでもある関係人口の増大を目標とし、リピーター、新規来訪者

それぞれへアプローチすることを目指します。 

リピーター率は日本人で 83%、外国人で 89%と高い傾向があり、新規顧客の獲得との

バランスを考えて、80％程度を維持することを狙います。 

 また、日本人の再訪意向は令和３年（2021 年）12月～６月までの調査で 6.54と全

国値と比べても高い結果となっています。ただし、この時期はコロナ禍の反動で比較

的評価が高く出ている可能性もあるため、従来の旅行環境が戻ってもこの高い再訪意

向を維持しながら、さらに高い水準を目指します。外国人観光客の再訪意向について

は、令和元年度の調査で、本市を訪れる外国人の再訪意向は 5.82だったのに対して、

調査実施時期と重なる令和元年度１～３月期の全国調査「訪日外国人消費動向調査」

の再訪意向が 6.58であることを踏まえ、まずは全国レベルを目指して取組みを進めま

す。 

 

令和元年度

（基準値）

観光入込客数 1,879千人回 1,700千人回 1,850千人回 2,000千人回 2,200千人回 2,400千人回

延べ宿泊客数 514千人回 400千人回 450千人回 520千人回 560千人回 600千人回

外国人観光客入込数 129,476人回 20,000人回 70,000人回 130,000人回 180,000人回 220,000人回

教育旅行者数 24,529人回 15,000人回 18,000人回 22,000人回 26,000人回 28,000人回

スポーツ関係宿泊数 16,374人 16,000人 17,000人 18,000人 20,000人 22,000人

項目 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和元年度

（基準値）

日本人 - 83% 82% 81% 80% 80%

外国人 89% - 84% 82% 80% 80%

再訪意向 日本人 - 6.54 6.55 6.56 6.58 6.6

（7点満点※） 外国人 5.82 - 5.9 6.1 6.3 6.6

令和８年度
令和３年
12月～
４年６月

リピーター率

項目 令和５年度 令和６年度 令和７年度

55% 55% 57% 58% 60% 
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※ 7点＝強く再訪したいと思う、6点=再訪したいと思う、5点＝やや再訪したいと思

う、4点＝どちらでもない、3点＝やや再訪したくない、2点＝再訪したくない、1

点＝強く再訪したいと思わない 

 

④ 来訪者満足度 

第３章で述べたとおり、総合満足度は他の地域と比べて相対的に高い数値となって

いますが、項目ごとの満足度にばらつきがある状況です。来訪の意向を高めてもらう

ため、一層の観光の質の向上を目指します。 

日本人については既に全国平均を上回る状況ですが、コロナ禍の反動で評価が高ま

っている可能性があります。現在の満足度を維持しつつ、粘り強く向上させていきま

す。 

外国人については全国平均より低い状況ではありますが、本市は全国平均に比べて

評価の厳しい東アジアの割合が高いため、不利な状況ではあります。それでも全国を

上回る質の高い観光地を実現することで、全国平均値に並ぶ水準を目指します。

 

※ ７点＝とても満足、６点＝満足、５点＝やや満足、４点＝どちらでもない、３点

＝やや不満、２点＝不満、１点＝とても不満 

 

⑤ 観光資源に対する認知率（市民） 

持続可能な観光地域づくりを目指すうえで重要となる、市民の観光に対する関心の

向上を目指し、観光の取組みに対する認知度の向上を図ります。 

 目標値：アンケート調査により基準値（現状値）を設定後、目標値を定める。 

 

⑥ 観光への関与意向（市民） 

地域の方々の観光に対する認知、関心向上だけではなく、人材育成も重要な観点と

なります。市民一人ひとりが気軽に観光に携われる環境、仕組みづくりを目指しま

す。 

   目標値：アンケート調査により基準値（現状値）を設定後、目標値を定める。 

  

令和元年度

（基準値）

総合満足度 日本人 - 6.24 6.25 6.26 6.28 6.3

（7点満点※） 外国人 6.1 - 6.15 6.2 6.4 6.6

項目 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
令和３年
12月～
４年６月
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４－５）計画の推進体制 

 

本計画の推進において、目標を達成するためには PDCAサイクルに基づく計画、アクシ

ョンプランの実行、評価と検証、改善が不可欠です。事務局を務める市商工観光課は、市

観光振興審議会や市観光協議会等と連携し、計画の進捗状況を評価と検証する体制を構築

します。 

また、評価と検証のために、計画全体の「４－４）目標値」と合わせて、アクションプ

ランごとに効果を検証するための数値目標を設定し、数値を年度ごとに確認することで、

次年度以降の取組み内容の見直しや目標値の検討を実施します。 

現在、観光庁が推進する持続可能な観光の視点からも、地域がメリットを実感できるよ

う総合的な取組みの重要性が強調されており、本計画では、これらの視点を取り入れ、多

様な関係者同士の連携や市全体として取り組むべき仕組みづくりを推進します。 
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第５章 ビジョンとテーマ、アクションプラン 

 

５－１）本計画のビジョンとテーマ 

 前計画においては、八幡平市観光の将来像として「日本の美しい四季と暮らし ナショ

ナルパーク八幡平」という長期的なビジョンを掲げました。このビジョンを引き継ぎ、実

現するために、本計画では、本計画期間内におけるテーマと、それに基づくアクションプ

ランを策定しました。 

このテーマは、「観光を通じて実現する持続可能な八幡平市の姿を、ターゲットとなる

人たち（来訪者や市民）に観光を通じてどんなことを体験してほしいか、感じてほしいか

という視点で示した言葉」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

八幡平市観光の将来像（長期的なビジョン） 

日本の美しい四季と暮らし 

ナショナルパーク八幡平 

 
本計画のテーマ 

自然を未来につなぐまち 

Natural Resort 八幡平 

【世界に誇れるパウダースノー】 【八幡沼と高山植物】 
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テーマに込めた思い 

大きく３つの思いを込めてテーマを設定しました。 

 

「Natural Resort」として、「稼げるリゾート」へ 

本市の豊かな自然を維持しながら、観光による経済活性化を力強く促進し、自然に恵

まれた観光地を「稼げるリゾート」に変えていくことを目指します。 

十和田八幡平国立公園八幡平地域の強みを生かしたブランディングや、ガイドの利用

強化と高付加価値化、スノーリゾートや滞在環境の支援による観光客の満足度向上、歴

史文化を活用した広域連携等、次世代の観光地に求められる「稼げる仕組みづくり」を

アクションプランとして計画します。 

 

滞在する人にも暮らす人にも心地よい、持続可能な環境を提供 

本市は、色鮮やかな風景の中で、日本有数のスノーリゾートや雄大な山々でのアクテ

ィビティ、温泉等、豊かな大自然の“静と動”を体感できる観光地です。 

豊富な地熱資源が持続可能な取組みに生かされ、人と地球に心地よい滞在が当たり前

に提供されています。 

本市の大自然に触れることで、訪れた人自身がよりよい人生や生き方に気づく新しい

発見や自分なりの冒険、言い換えれば、自然のエネルギーを自分のパワーに変える旅を

体験できます。四季折々の本市の美しさの中で、自分の原点に立ち戻り、次の一歩を踏

み出したくなるような時間を提供します。 

 

市民の誇りにつながる観光地域づくり 

本市のさまざまな魅力は、このまちに住む人たちによって紡がれてきたものです。観

光に訪れた人が本市のことを好きになり、訪れ続け、さらには住んでみたいと思うよう

になるためには、市民との「出会い」も欠かせないものとなります。 

そのために、市民自身が本市の魅力を知り、好きになること、市民のより多くの方々

にとって観光に関わるさまざまな取組みに関わるきっかけや後押しになることを意識し

たアクションプランを実施します。 
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５－２）アクションプランの全体像 

 

本計画のテーマを実現、体現するために、次の３つのアクションプランと９つの施策を

設定しました。 

 

I.「高めて、広げる」（豊かな自然の中で得られる刺激的・洗練された体験の拡充） 

施策① 外国人観光客の受入促進 

  施策② 自然を楽しむアドベンチャーの推進 

施策③ 国際競争力の高いスノーリゾート形成の促進 

施策④ スポーツツーリズムの推進 

  

II.「伝えて、育む」（八幡平市の歴史風土や自然環境の魅力発信と持続・発展） 

施策⑤ 地熱等の資源から SDGs、サステナビリティを学ぶ 

施策⑥ 地域の歴史的・文化的資源、食文化の活用 

  

III.「つなぐ」（八幡平市観光全体を推進する取組み） 

施策⑦ 豊かな観光資源を次世代につなぐ 

施策⑧ 交通アクセスの拡充 

 施策⑨ 観光推進体制の強化 

 

１つ目は、旅の価値を「高めて、広げる」アクションプランです。 

来訪者が旅行先として選び、何度も足を運んでもらうためには、本市を訪れることに価

値を感じてもらう必要があります。その価値のベースを「豊かな自然の中で得られる刺激

的で洗練された体験」であるとしました。成長市場である外国人観光客（インバウンド）

を含め、国内外の多くの人に本市の素晴らしさを体感してもらうためには、体験商品の開

発と拡充、関係者の連携拡大等によって、本市を旅することの魅力を最大化する取組みを

進めることが重要です。 

インバウンドのさらなる誘客促進をベースに、「自然を楽しむアドベンチャーの推進」

「国際競争力の高いスノーリゾート形成の促進」の主に２つの側面から、過ごす時間、体

験の魅力を「高めて、広げる」アクションプランを実行します。また、スポーツツーリズ

ムやワーケーション等、特定の目的を持った来訪者の期待に応えるための取組みも合わせ

て推進します。 

 

２つ目は、魅力や風土を「伝えて、育む」アクションプランです。 

旅の価値は、自然豊かな風景、その中で育まれた歴史や風土によって形作られていま

す。本市の観光が未来まであり続けるためには、この環境を守るためのアクションプラン
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が欠かせません。また、自然とともにある暮らしの魅力を市民の方々が実感することで、

ふるさとに対する誇りが生まれ、このまちならではの魅力がより一層育まれると考えられ

ます。 

また、ふるさとの姿を伝えることは、外から訪れる人にとっても魅力となる可能性があ

り、地熱等のエネルギー活用や、安比川流域に脈々と伝わる漆文化、安比高原の中のまき

ばの馬の放牧による野芝の再生等、持続可能なまちを象徴する様々な風景や資源がありま

す。こうした文化資源を、教育旅行や情報発信を通じて市民、来訪者それぞれに伝えるこ

とで、魅力ある風土、環境を育むことを目指します。 

 

３つ目は、本市が一体となって、観光を推し進めていくための「つなぐ」アクションプ

ランです。テーマで掲げた「自然を未来につなぐまち」が表す「持続可能な観光地域づく

り」を目指すにあたっては、観光全体を支え、持続的な取組みを推進する仕組みの構築が

不可欠です。 

本計画では、前述の「高めて、広げる」、「伝えて、育む」アクションプランを効果的、

効率的に実行するために、観光を担う関係機関と事業者、市民と来訪者の間をつなぐ役割

や仕組みを構築することで、関係人口、交流人口の拡大を目指し、本市の観光を支える、

推し進める体制を整えます。 
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５－３）アクションプラン詳細 

 

Ⅰ. 「高めて、広げる」アクションプラン 

（豊かな自然の中で得られる刺激的・洗練された体験の拡充） 

 

施策① 外国人観光客の受入促進 

 

１－１ 外国人観光客の受入促進 

外国人観光客にとってのデスティネーション（旅の目的地）形成に向けた受入基

盤整備、WEBや SNSほかデジタル技術を活用した海外向け情報発信、海外での商談

会、海外インフルエンサーの活用、外国人に対応できる人材の育成等により、アフ

ターコロナの外国人観光客から「選ばれる観光地」を目指します。 

 

 

 

施策② 自然を楽しむアドベンチャーの推進 

 

２－１ 「すべての人が楽しめる」ナショナルパーク八幡平の環境整備 

ナショナルパーク八幡平は、山頂付近の勾配が非常に緩やかで、誰もがアクセス

しやすい日本百名山です。これを、誰もが到達できる、ユニバーサルデザインの百

名山として捉え、老若男女、年齢や身体的な理由で登山を諦めていた人にも、登山

の魅力を提供できる、ユニバーサルツーリズム（すべての人が楽しめるよう創られ

た旅行）を推進します。 

 

 

 

 

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

ＤＭＯ Ｒ４→Ｒ８ ツアー紹介数 ０回 １回 ２回 ２回 ２回 ２回

DMO・観光協会 Ｒ４→Ｒ８
情報発信の実施

国数
３か国 ３か国 ３か国 ５か国 ６か国 ７か国

DMO・観光協会

宿泊事業者等
Ｒ４→Ｒ８ 実施件数 ０件 3件 ３件 ５件 ７件 10件

アクション

外国人観光客向けのツアー販売

海外ターゲット国への効果的な情報発信

海外旅行博、商談会の実施

● ● ●

②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市・県・

関係機関
Ｒ４→Ｒ８ 整備実施箇所 １か所 １か所 １か所 １か所 １か所 １か所

市・県・

関係機関
Ｒ４→Ｒ８

モニターツアー

実施数
０回 ー ー ー ー １回

アクション

木道・遊歩道、案内板の整備

ユニバーサルツーリズムツアーの検証・実施

● ● ● ● ●

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層
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２－２ トレッキングガイドの観光商品・受入基盤整備 

トレッキングガイドの利用促進や人材の確保、質の向上を目的に、八幡平山頂エ

リアのガイド人材の育成、WEBによるガイド予約販売の仕組みを構築し、ツアー造

成や販売を実施します。 

 

 

 

２－３ アドベンチャーツーリズムの観光商品強化 

十和田八幡平国立公園及び周辺エリアにおいては、高単価な客層に対して「自

然」、「アクティビティ」、「文化体験」の３要素のうち２つ以上で構成される「ア

ドベンチャーツーリズム」の付加価値の高い観光商品の造成と営業強化を実施し

ます。 

 

 

 

２－４ モリアオガエルをアイコンとしたブランディング 

「大揚沼モリアオガエル及びその繁殖地」は国指定から 50周年を迎えます。市

民も観光客も、八幡平の豊かな森と自然に誇りを持ち、天然記念物の生息地を保護

する活動を広げ、ナショナルパーク八幡平を象徴するアイコンとして、ロゴやキャ

ラクターの整備、各種情報発信やツアー造成、土産品開発等の活用を推進します。 

 

 

  

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

DMO・観光協会 Ｒ５→Ｒ６ システム構築 なし ー ー 構築完了 ー ー

ＤＭＯ Ｒ４→Ｒ８ ツアー実施数 ４回 ６回 ６回 ６回 ６回 ６回

市・DMO・観光

協会
Ｒ４→Ｒ８ 基盤整備 なし 検討開始 ー ー ー 構築完了

50kmトレイル等ガイド付きツアーのWEB

予約・販売の仕組みづくり

プロガイドの育成・確保に向けた基盤整備

アクション

とびっきりな八幡平の魅力を際立たせる

ツアー造成・販売

● ● ● ● ●

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

DMO・観光協会 Ｒ５→Ｒ８
ツアー造成・

販売数
０件 ー ー １件 １件 １件

アクション

北東北と連携した広域アドベンチャー

ツーリズムの観光商品造成・販売

● ● ● ● ●

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

ターゲット層

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

観光協会 Ｒ５→Ｒ８
アイコン化

（ロゴ等の整備）
なし ー ー ー ー 実施完了

観光協会 Ｒ５→Ｒ８ ツアー実施数 ０件 ー ー ー ー １件

アクション

モリアオガエルをアイコンとした

プロモーション

モリアオガエル観察会の検討・実施

● ● ●

②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
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施策③ 国際競争力の高いスノーリゾート形成の促進 

 

３－１ 市内スキー場のインフラ投資、DX基盤整備 

スノーリゾートを最大の武器に、インバウンドの伸びを加速させるため、IC ゲ

ート等スキー場の適切なインフラ投資、人手不足を補う DX基盤整備の推進、広域

共通リフト券の展開、グリーン期の受入基盤整備等を支援することで、スキー場の

魅力化を狙います。 

 

 

 

３－２ 海外ファミリー層、富裕層向けの観光商品開発 

ハロウインターナショナルスクール安比ジャパンの開校を経済効果の機会とし

て、ファミリー向けコンテンツの開発や海外ファミリー層への発信、芸術とのコラ

ボレーションといった上質なコンテンツの開発、グリーン期のコンテンツ開発等、

富裕層受入に見合う価値の創出を行います。 

 

 

  

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

各スキー場・

DMO
Ｒ４→Ｒ８ 申請回数 １回 １回 １回 １回 １回 １回

DMO・観光協会 Ｒ５→Ｒ８ システム構築 なし ー ー ー ー 構築完了

アクション

スキー場インフラ整備の支援

（国等の予算申請を含む）

CRM基盤構築（ブランディングによる八幡平

ファンの獲得）

● ● ● ● ● ●

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

各事業者 Ｒ４→Ｒ８ コンテンツ開発数 ０回 １回 １回 １回 １回 １回

各事業者 Ｒ４→Ｒ８ 実施数 ０回 １回 １回 １回 １回 １回

ファミリー向け雪遊び観光商品の充実化

スキー場×アート、テーマパーク化など

上質な価値の創出

アクション

● ● ● ● ●

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民
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３－３ 宿泊施設、観光施設の上質化や多様化 

国等の支援を活用し、スキー場や国立公園のベースタウンとなる宿泊施設や観

光施設において、上質かつ多様な滞在環境の開発促進を行います。宿泊事業者の高

齢化等が進む八幡平温泉郷においては、泊食分離、地域まるごとホテルの推進等、

中長期滞在者を対象とした滞在環境の充実化を図ります。また、ワーケーション滞

在等の支援も引き続き実施します。 

さらに、今後の観光集客における重要な要素として、省エネ、カーボンニュート

ラル、廃棄物の削減を意識した取組みを行います。 

 

 

 

３－４ バックカントリーの受入環境整備 

CAT（雪上車）利活用推進やバックカントリーエリアでのマナー啓発、雪崩リス

ク管理や環境破壊への対策、夏季の環境整備等を通じて、持続可能な八幡平バック

カントリーエリアを推進します。 

 

 

 

  

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

各事業者 Ｒ４→Ｒ８ 改修数 ２施設 １施設 １施設 １施設 １施設 １施設

DMO・各事業者 Ｒ４→Ｒ８ 新規宿泊施設数 １施設 ２施設 ２施設 ２施設 ２施設 ２施設

サステナビリティを意識した宿泊施設・観光

施設の改修

八幡平温泉郷の泊食分離・地域まるごと

ホテルの推進

アクション

● ● ● ● ● ● ●

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

ターゲット層

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

DMO・各事業者 Ｒ５→Ｒ８ 実施回数 ０回 ー １回 １回 １回 １回

各事業者 Ｒ６→Ｒ８ 商品数 ０商品 ー ー １商品 １商品 1商品

大黒森協同組合 Ｒ４→Ｒ８
稼働率

（令和元年度比）
61% 61% 65% 67% 69% 71%

アクション

バックカントリーエリアの持続可能性に

関する啓発につながるワークショップ

CATを利用したバックカントリースキー/

スノーボード以外のメニューの開発

持続可能と地域との共存を前提としたCATの

運行

● ● ● ● ●

②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
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施策④ スポーツツーリズムの推進 

 

４－１ スポーツツーリズムの推進 

スキー場やサッカー場、ラグビー場等の施設を活用したスポーツツーリズムに

よる受入を推進します。また、社会人チームの誘致、観光資源との連携による延泊

につながる取組みにより経済効果の拡大を狙います。 

 

 

 

４－２ サイクルツーリズムの振興 

八幡平アスピーテラインや岩手山パノラマライン等、景観に優れたルートを活

用し、八幡平ヒルクライム大会の実施や、e-bike を活用したライドツアーを造成

します。また、国内外に八幡平サイクルツーリズムの情報や魅力の発信を行います。 

 

 

  

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

観光協会 Ｒ４→Ｒ８ 誘致チーム数 １チーム １チーム １チーム １チーム １チーム １チーム

観光協会・DMO Ｒ５→Ｒ８ 紹介チーム数 なし ー ３チーム ３チーム ６チーム ６チーム
観光資源との連携による延泊の推進

（合宿者への商品紹介）

アクション

スポーツ合宿、社会人合宿の受入推進

● ● ● ●

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

DMO・各事業者 Ｒ４→Ｒ８ 造成数 なし ー １ツアー ２ツアー ３ツアー ３ツアー

市・観光協会・

DMO
Ｒ４→Ｒ８ 大会数 1大会 1大会 1大会 1大会 1大会 １大会

観光協会・DMO Ｒ４→Ｒ８
情報発信の実施

国数
なし ー １か国 １か国 ２か国 ３か国

アクション

e-bikeを活用したMTB等ツアーの造成

サイクルイベント・ツーリング大会等の誘致

サイクル・ツーリングコースの情報発信

● ● ● ●

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民
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Ⅱ．「伝えて、育む」アクションプラン 

（八幡平市の歴史風土や自然環境の魅力発信と持続・発展） 

 

施策⑤ 地熱等の資源から SDGs、サステナビリティを学ぶ 

 

５－１ 地熱、松尾鉱山等を活用した教育旅行、企業研修の推進 

地熱発電所による地熱資源を活用した農業や地熱蒸気を使った地熱染め、安比

高原の中のまきばの野芝の再生活動等、サステナブルな取組みが行われています。  

こうした地域資源や松尾鉱山の学びを生かして、教育旅行や企業研修誘致の取

組みを推進し、閑散期の集客を目指します。 

 

 

 

施策⑥ 地域の歴史的・文化的資源、食文化の活用 

 

６－１ 歴史的・文化的資源を活用した広域連携の強化 

令和２年「“奥南部”漆物語〜安比川流域に受け継がれる伝統技術〜」が、文化

庁の日本遺産に認定されました。 

また、令和３年には「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産に登録されたこ

とにより、北東北での周遊のニーズが高まると想定されます。 

江戸時代の物流を支えた鹿角街道、古くから続く馬事文化に絡め、安比高原中の

まきばも、地域資源として積極的に活用し、文化や歴史を共有する自治体との広域

連携強化を推進していきます。 

 

 

  

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

観光協会 Ｒ４→Ｒ８
教育旅行の新規

誘致数
０校 ２校 ４校 ６校 ８校 10校

ＤＭＯ Ｒ４→Ｒ８
企業研修の新規

誘致数
０社 １社 ２社 ３社 ４社 ５社

アクション

SGDs教育旅行のプラン造成・情報発信、

受入の支援

高単価な企業研修受入の推進

● ● ● ● ●

関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

ターゲット層

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

ＤＭＯ Ｒ４→Ｒ８
歴史文化ツアー

組込数
０件 １回 １回 ２回 ２回 ２回

アクション

漆器、鹿角街道、縄文などをテーマとした

広域ツアー造成、販売

● ● ● ●

②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額



44 

 

６－２ 食の体験コンテンツ強化 

地域食材の活用や食の体験コンテンツの提供を推進し、観光客の満足度向上に

つなげます。 

また、アグリツーリズモをテーマとした食や農の体験プラン造成、食材情報プラ

ットフォームの整備を通じ、農（みのり）の観光コンテンツ化を目指します。 

 

    

     

６－３ 市民向けの観光体験提供 

市民や、次世代を担う子供達が地域への誇りと愛着を醸成する取り組みとして、

観光に関する授業や市民向けの観光体験会を実施し、観光人材の確保につなげま

す。 

 

 

   

  

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

観光協会・DMO Ｒ５→Ｒ８
食材情報WEB

ページ構築
なし ー ー ー ー 構築完了

各事業者・DMO Ｒ５→Ｒ８ 新規事業数 ０件 ー ー １件 １件 ２件
アグリツーリズモをテーマにした周遊プラン

等商品開発

アクション

食材情報のプラットフォーム整備

● ● ● ● ● ● ● ●

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

ＤＭＯ Ｒ４→Ｒ８ 観光人材の確保 1名 ２名 ３名 ３名 ４名 ５名

DMO・観光協会 Ｒ４→Ｒ８ 実施回数 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回

アクション

平舘高校への観光授業の提供

市民向け観光体験会の実施

● ● ●

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民
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Ⅲ． 「つなぐ」アクションプラン 

（八幡平市観光全体を推進する取組み） 

 

施策⑦ 豊かな観光資源を次世代につなぐ 

 

  ７－１ 観光資源の保全 

   貴重な観光資源の喪失を防ぐため、市民や観光関係事業者を中心に、観光資源の 

維持・保全に係る取組みや民間資金を募るクラウドファンディング等による資金 

調達を検討します。 

また、これまでの活動を支援し、次世代に観光資源を引き継ぐ活動に取り組んで

いきます。 

 

 

 

施策⑧ 交通アクセスの拡充 

 

８－１ 交通アクセスの拡大・改良 

観光需要に配慮したコミュニティバスの利用検討と電気バスや EV車等の導入の

推進、自家用有償運送等の新たな移動手段の検討と岩手山サービスエリアのバス

停設置を通じ、観光客のアクセス向上を目指します。 

 

 

  

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市・観光協会 Ｒ４→Ｒ８ 実施回数 １回 １回 １回 ２回 ２回 ２回

市・関係機関 Ｒ４→Ｒ８ 連携団体数 ０団体 １団体 １団体 ２団体 ２団体 ３団体

アクション

自然保全・環境問題の取組み

関係機関との連携

● ● ● ● ●

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市 Ｒ４→Ｒ８ 新たな運行構築 なし ー ー ー ー 構築完了

市 Ｒ４→Ｒ８ EV車の導入台数 ０台 ー ー ー ー １台

市・関係機関 Ｒ４→Ｒ８ 実施エリア数 なし ー １エリア １エリア ２エリア ２エリア

アクション

市内バス運行の効率化（岩手山SAバス停設

置、コミュニティバス利用等）

電気バス・EV車等の新たな移動手段の導入

自家用有償運送・ガイドによる観光客送迎の

実施とエリア拡大

● ● ● ● ●

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民
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施策⑨ 観光推進体制の強化 

 

９－１ 観光推進体制の強化 

市観光協議会や市観光振興審議会と連携し、計画の PDCAを推進し、進捗状況を

評価や検証する体制を強化します。さらに、観光経営人材育成や観光施策財源確保

に向けた検討を行います。 

また、関係人口、交流人口の増加につながる、ファンコミュニティの仕組みづく

りを構築します。 

 

 

   

  

実施主体 実施年度 ＫＰＩ 現状値 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

市 Ｒ４→Ｒ８ 協議会実施回数 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回

DMO・観光協会 Ｒ４→Ｒ８ ファン数 ０人 ー ー ー ー 10,000人

アクション

観光地域づくり法人

（観光プラットフォーム）の体制強化

ファンコミュニティの形成

● ● ● ● ●

④来訪者

満足度

⑤観光資源

認知率

（市民）

⑥観光関与

意向

（市民）

ターゲット層 関連するKGI

①国内

アクティブ

シニア層

②国内若年

アウトドア

層

③国内

企業、学校

④海外

富裕層中心

⑤八幡平

市民

①旅行

支出額
②旅行者数

③リピー

ター率・

再訪意向
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＜参考資料＞ 

■計画策定の経過 

 

 

  

開催日 会議等 内容 

令和３年４月 19 日 令和３年度第１回観光協議会 計画策定について 

５月 13 日 第１回策定検討・若手会議 八幡平市の観光 

５月 25 日 第２回策定検討・若手会議 情報発信のありたい姿 

６月 11 日 第３回策定検討・若手会議 八幡平市の将来像 

６月 22 日 第４回策定検討・若手会議 観光の現状と課題 

７月 ７日 第５回策定検討・若手会議 個別テーマ/アクションプラン 

７月 13 日 第６回策定検討・若手会議 個別テーマ/アクションプラン 

８月 10 日 第７回策定検討・若手会議 計画作成の進め方 

９月 21 日 令和３年度第２回観光協議会 計画策定の進捗報告 

10 月 14 日 第８回策定検討・若手会議 テーマアイディア出し 

11月 ２日 第９回策定検討・若手会議 ビジョンコンセプト検討 

11 月 16 日 第 10回策定検討・若手会議 ビジョン案検討 

11 月 26 日 令和３年度第３回観光協議会 計画策定の進捗報告 

令和４年２月 18 日 第 11回策定検討・若手会議 アクションプラン検討 

３月 １日 第 12回策定検討・若手会議 計画たたき台検討 

３月 10 日 第 13回策定検討・若手会議 計画たたき台検討 

３月 24 日 令和３年度第４回観光協議会 計画策定の進捗報告 

６月 ３日 第１回観光振興審議会 計画策定について 

６月 27 日 令和４年度第１回観光協議会 アクションプラン検討 

７月 20 日 第２回観光振興審議会 計画素案について 

８月 26 日 第３回観光振興審議会 計画答申について 
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■八幡平市観光振興審議会名簿 

 

（敬称略・順不同／令和４年８月 26日現在） 

役職 氏名 所属 備考 

会長 小野寺純治 国立大学法人岩手大学客員教授  

副会長 田村 正彦 一般社団法人八幡平市観光協会会長  

委員 髙橋 富一 八幡平市商工会会長  

委員 高橋 三男 八幡平市ホテル協議会会長  

委員 千田 康洋 八幡平市企業懇談会会長  

委員 工藤  忠義 七時雨ロマンの会会長  

委員 髙橋 時夫 八幡平市山岳協会会長  

委員 宮野 千栄 八幡平市商工会女性部部長  

委員 宮野 朋士 有限会社ミヤノエネルギーサービス代表取締役  

委員 本田 哲也 株式会社肉の横沢専務取締役  

委員 八木澤 健 岩手県北自動車株式会社営業本部乗合事業部部長  

委員 佐藤 圭一 東北リゾート株式会社代表取締役総支配人  

委員 工藤 慎也 八幡平市産業振興株式会社取締役部長  
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■八幡平市観光協議会構成名簿 

 

（敬称略・順不同／令和４年８月 26 日現在） 

氏名 所属 備考 

田村 正彦 一般社団法人八幡平市観光協会会長  

髙橋 富一 八幡平市商工会会長  

髙橋 三男 八幡平市ホテル協議会会長  

箱崎 義弘 安比ペンションヴィレッジ会代表  

関   祐輔 安比民宿組合組合長  

片野 正子 八幡平スポーツ誘致委員会会長  

田村 正彦 八幡平市グリーンツーリズム協議会会長  

髙橋 時夫 岩手山・八幡平・安比高原 50ｋｍトレイル協議会会長  

畠山   護 安比高原スキー場支配人  

佐藤 圭一 東北リゾートサービス株式会社代表取締役総支配人  

鈴木 央司 大黒森管理協同組合理事長  

松本   順 岩手県北自動車株式会社代表取締役社長  

小坂 一将 東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社観光推進室長  

山口   桂 西根観光タクシー株式会社代表取締役  

本宮   啓 株式会社麹屋もとみや代表取締役  

田村   恵 株式会社サラダファーム代表取締役  

矢部   豊 有限会社ロッジタンデム代表取締役  

渋谷晃太郎 岩手県立大学総合政策学部教授  

宇佐美誠史 岩手県立大学総合政策学部准教授  

佐々木政城 株式会社岩手銀行平舘支店長  

畑 めい子 株式会社八幡平 DMO代表取締役  

佐々木孝弘 八幡平市長  

  

オブザーバー 

氏名 所属 備考 

北栃 玲子 岩手県商工労働観光部観光・プロモーション室主幹兼国際観光担当課長  

渡邉恵理子 盛岡広域振興局経営企画部産業振興室特命課長  
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■策定検討・若手会議名簿 

 

（敬称略・順不同／令和４年８月 26 日現在） 

氏名 所属 備考 

遠藤 忠寿 株式会社遠忠  

甲斐  勇 株式会社宿かり屋ドットコム（焼走り国際交流村）  

工藤 理沙 安比塗漆器工房  

上野 聖羽 一般社団法人八幡平市観光協会  

関   祐輔 安比民宿組合（カントリーハウスせき）  

塚田 崇博 ＡＱＳＨ株式会社  

矢部  豊 有限会社ロッジタンデム  

鈴木 絵美 株式会社地熱染色研究所  

三浦  学 ブラードフォト  

本田 哲也 株式会社肉の横沢（八幡平ハイツ）  

及川  豊 株式会社岩手ホテルアンドリゾート（安比高原）  

高橋 竜也 有限会社タカ・コーポレーション（いこいの村岩手）  
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